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いる従来の末梢血管モデル（Conventional 0D resistance model），われわれが開発した末
梢血管モデル（Present 0D resistance model）の流出境界条件を適用して解析した．シミ
ュレーションでの STA の速度の平均誤差は，それぞれ Zero-pressure outflow model で
48.02±22.66%，Conventional 0D resistance model で 5.32±4.52%，Present 0D resistance 





 われわれが開発した Present 0D resistance modelの有用性は，患者固有の頸動脈分岐の
3次元モデルを用い，さらに患者固有の総頸動脈（血流の入口）と外頸動脈の末梢側の分枝
である STA（出口血流）の超音波データを用いることで検証した．Conventional 0D 
resistance model および開発した Present 0D resistance modelは，循環器系の影響を考慮
することができため， Zero-pressure outflow model に比べ，STAの流速の平均誤差を大
幅に減少することができた．またわれわれが開発した Present 0D resistance model では解
剖学的知識に基づいて自動的かつ体系的に末梢血管の影響を考慮しているため，
Conventional 0D resistance model と比較して平均誤差の標準偏差も低く精度が改善され
た． 
 開発したPresent 0D resistance modelは血管内の圧力と流量分布の正確な推定を提供す













 図 1：造影CT画像をもとに作製した3Dモデル 
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